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Ｉ．はじめに

現在、時代は大きな転換期を迎えている。社会のグローバル化と、日本だけでなく世界が競争社会

化・知識社会化するなか、沖縄では全国学力テストで最下位という結果になってしまった。また近年、

ニート・フリーターの増加に伴い、キャリア教育の重要性が叫ばれている。子ども達の抱いている夢

をどのように実現させていくのか。教師・親・地域の大人との交流を通じて、子ども達は将来の目標

を定め、学習意欲を高めていく。子ども達が自らの目標を定め、それに向かっていくときに力は最大

限に発揮されると私は考える。

現代社会では、インターネットが普及し、ＩＴを通じたデジタルコミュニケーションが中心になっ

ている。インターネットは人々の生活を便利にしたが、このような時代だからこそ、人と人との交流

があり、心の通った家族や友人、地域との交流が重要だ。この交流が将来を担う人材を育て、社会を

作り、未来の沖縄を担う子ども達を育てる教育だと考えている。

このような社会環境で対話が教育現場に求められるなかで、学校・家庭・地域社会が連携するための

仕組みづくりや、地域教育力の向上を図る具体的な取り組みは地域に浸透しつつある。今回は「つな

げる」というテーマで私が関わった浦添市、南風原町、那覇市での取り組みを紹介していきながら、

｢いかにして、学校（生徒）とよのなか（地域、社会、世界）をつなげるか？」を考えていきたい。

Ⅱ．つなげる力

学校現場の課題を「つなげる力」を用いて実際に解決した事例が東京都杉並区立和田中学校にある。

学校現場では、－週間の始まりであるはずの月曜曰の朝がいちばん、学校の空気がどよんとしている。

子どもたちは覇気がなく、反応が鈍い。それは子ども達を土曜日に放っておいて学校に来させないで

いると、生活習慣がすっかり乱れてしまうことが理由である。土曜の晩から曰曜曰にかけて同じよう

にダラダラしていると、月曜日に学校に来ても午前中はボーつとしているだけ、ということになる。

こうした生活習慣の乱れは、基礎学力の定着に影響する。この課題を解決するために、土曜曰の午
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前中だけでも、学校に来れる子どもたちを集めて、自主的な学習の場をつくりたい。誰かがわからな

いところを教える役をつとめて、土曜曰の学習会のようなものを立ち上げるのはどうだろうか。さて、

誰がやってくれるだろうか。教員に頼むのは酷である。授業の準備もたいへんだし、部活動の指導を

している先生は、土曰に練習や試合が入る。さて、誰に頼んだらいいのだろうか？

この正解のない問題を、和田中学校では「大学生と中学生をつなげる」ことで解決した。土曜曰の

午前中、部活のないたいていの中学生は暇になる。その中学生を学校に集めて学習会を開催した。生

徒だけ集めてもおしゃべりタイムになるだけであるから、そこに、教員志望の大学生を中心にした大

人のボランティア集団をからませたのだ。

大学生ボランティアにとっては、中学生を学校の教材に即して直接教えられる機会になる。生徒に

とっては疑似的なお兄さん、お姉さんとの関係ができるからうれしい。大学生たちにとっては修業の

機会として、またとない場になる。教員にとっても、土曜に生徒と馴染みになっている若手のスタッ

フがインターンとして研修目的で下働きにきてくれることは大きな助けになる。このように「つなげ

る」ことで、－つ大きな問題が解決した。

学校現場の課題だけに限らず、実際に現代社会のさまざまな問題は、「つなげる」ことで解決して

いくことが可能である。「つなげる」ことでまったく新しい地平が見えてくる。それは学校の現場で

もビジネスの現場でも同じである。

Ⅲ．地域とのつながり

１．浦添市での取組み

2008年11月、浦添市立中央公民館の主催で「公民館子どもフェスタ」が開催された。公民館を中心

に地域の商店の協力を得ながら、県のグッジョブ運動とも連携したキャリア教育に取り組んだ。また

2009年２月には浦添市教育の曰関連事業「まなびフェスタ浦添2009」の一環で、東京都杉並区立和田

中学校前校長の藤原和博氏を招き教育講演会を開催した。また街づくりの核となる人材を育てること

を目的として浦添市が創設した「てだこ市民大学」の地域・学校支援コーディネーター養成学部では、

学校と地域をつなげるコーディネーターの育成が行われている。

(1)公民館子どもフェスタでの授業「公民館」×「商店街」×「中学生」

浦添市立港川中学校の生徒を対象に、地域・行政との協働で「公民館子どもフェスタ」が開催され

た。その事前学習として、キャリア教育の「よのなか科」のワークショップを開催し、商店街の事業

所でのお仕事体験などが行われた。「よのなか科」の授業で子ども達は、身近な存在のハンバーガー

を題材に、原価や輸出入の問題から円高・円安が起きる仕組みを学んだ。また付加価値について考え

る授業では、大道芸のクラウン・ブンブン氏をゲストに招き生徒と一緒に考えた。

セミナーの後は、公民館の広場に設置された屋台で、子ども達が手作りをしたパンやそばを自ら店

頭に立って販売。世の中の仕事の仕組みを座学と体験で学ぶ、地域ぐるみのキャリア教育が行われた。

(2)学びフエスタ浦添2009藤原和博氏講演会「教育委員会」×「NPO」×「民間校長」

浦添市教育の曰関連事業「まなびフェスタ浦添2009」の一環で、教育講演会「沖縄から日本の教育

を変える」が浦添市こども文化連盟太陽樹、ＮＰＯ沖縄学力向上の会の主催で、2009年２月21曰、浦

添市社会福祉センターで開催され、学校関係者や保護者ら約250人が参加した。東京都杉並区立和田

中学校の前校長で、大阪府知事特別顧問の藤原和博さんが「民間校長の和田中改革、大阪の教育改革、

そして日本の教育改革へ」と題し基調講演した。

和田中や大阪府で実践している地域を巻き込んだ学校教育の在り方について話し「お金や経験、知

識を持った団塊世代が、これから沖縄に来て第二の人生を歩み始めることが予想される。沖縄こそ団
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塊の人たちを子どもたちにつなげていける唯一の県かもしれない」と伝えた。

(3)てだこ市民大学「行政」×「地域住民」×「学校」

街づくりの核となる人材を育てることを目的として浦添市が創設した「てだこ市民大学」の地域・

学校支援コーディネーター養成学部では、学校と地域をつなげるコーディネーターの育成が行われて

いる。学校と地域をつなげるコーディネーターの必要性は求められているが、その必要な人材を地域

で育成していく取り組みは今まで浦添市では行われていなかった。地域・学校支援コーディネーター

養成学部では、てだこ市民大学の運営委員をしている昭和薬科大学附属高校教諭の森弘達氏を講師に、

県外の学校支援地域本部の取り組み事例や地域人材を活用するネットワーク型授業「よのなか科」の

授業の紹介が行われた。学校と地域をつなげるコーディネーターを目指す受講生からは、中学や高校

の現場の教師から直接話が聞けて、貴重だったという感想があった。

２．南風原町での取組み

私の住む南風原町では学校支援地域本部事業を行い、私も学校支援地域本部事業実行委員会の委員

として参加している。また、南風原町立翔南小学校では2007年から地域の方々にも学校にかかわって

もらえるように「PTA賛助会員制度」を創設した。この制度は学校に子どもがいなくても、また町

外の方でも翔南小学校ＰＴＡ活動の考えに賛同する方を登録する制度である。これまで、環境教育や

キャリア教育などで賛助会員が授業に参画してきた。生徒の保護者の他の地域住民や大学生の支援を

取り入れる活動を行っている。

（１）地域住民を巻き込んでの授業「先生」×「保護者」×「地域住民」

ＰＴＡ賛助会員制度発足から３年目を迎え、４年生の先生から「２学期の授業展開に協力してもら

えないか」と相談があった。この授業のテーマは、「平和教育・他者理解世界の子どもたち｣。地域

の人達をゲストに招きＰＴＡでコーディネートして授業を展開した。曰頃から貧しい国への援助や、

子ども達の教育支援に取り組む地域住民を招き、教員だけではなく、「先生」×「保護者」×「地域

住民」の．ラボレーションで授業が行われた。

講師を担当したのは、翔南小学校ＰＴＡ会長の前城充さん、アジアの貧しい子ども達を支援する

活動を行っている照屋盛夫さん、南風原町学校支援地域本部事業実行委員会委員の東濱である。授業

の始めは「お金」の話からスタートした。小学校の頃の体験談でアルミ缶を売って部活に必要なサッ

カーのユニホームを購入したことを紹介した。「アルミ缶を売って自分の欲しいものを買っていたけ

ど、世界には自分の生活のためにお金を稼いでいる子ども達がいる」という話をした。その後に、前

城さんがフィリピンのごみの山「スモーキーマウンテン」の実態を紹介するＤＶＤを生徒達に見せて、

｢学校に行けず働いている子ども達がいる」と説明した。最後に、カンボジアで靴を送る活動をして

いる照屋さんが体験談を報告し、たくさんの子ども達が病気で死んでいること、「生きること、学校

に通うことを夢にしている」子ども達がいることを紹介した。

授業の最後の生徒の感想を聞いたりまとめたりする役割は、普段から授業を受け持つ教師が担当し

た。授業を受けた子ども達は、「世界の友達を救いたい」という思いから、３カ月間でペットボトル

のふたを５万個以上集めて琉球ジャスコに寄贈した。ペットボトルのふたはリサイクルを通して換金

され、世界の子ども達へワクチンや筆記用具が送られる。授業の後、「一人一人が世界のために何が

できるのか」を考え、ふた集めの活動を始めた。授業を企画した教師は「身近な人が話すから、子ど

もたちの心に響く。教師、保護者の壁を超え共同で取り組む。これも平和の一つだと実感した」と話

した。
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(2)地域住民を巻き込んでの勉強会「学校」×「地域住民」×「県外沖縄出身者」

東京都杉並区立和田中学校で「地域支援サポーター」として子ども達の学習支援や学校運営に携わ

る沖縄県出身の浦崎雅代さんを招いた勉強会「いかにして子どもたちとの「ナナメの関係」を豊かに

できるか」を翔南小学校PTA主催で開催した。学校支援地域本部事業は地域住民の学校参加をコー

ディネートし、教育の充実を目指しているが、杉並区立和田中学校がモデルになっていて、浦崎さん

は地域支援サポーターとしてかかわった事例を紹介した。

「学校では、親と子、教師と生徒という力関係のある縦の関係だけでなく、お兄さん、お姉さん、

おじさん、おばさんなど地域の人々を取り入れたナナメの関係が子ども達には必要。地域の人々が授

業に入ることで、先生一人だけでなくさまざまな目線を入れることができる」という利点を紹介した。

３．那覇市でのとり＜み

那覇市にある興南中学校では、学校（生徒）とよのなか（地域、社会、世界）をつなげる「よのな

か科」の授業を2009年より行っている。ここでは、「よのなか科」の授業の取り組みを紹介する。

(1)今までにない新しい沖縄ツアーを企画「中学生」×「観光」×「旅行会社」

興南中学校の１年生の「よのなか科」の授業の一環で、約２週間かけて「今までにない新しい沖縄

ツアー」を企画した。家族３世代が楽しめるツアーや、不思議な力が満ちるという場所へ案内するツ

アーなど、さまざまなアイデアを発表した。生徒たちは５～６名のグループに分かれて、商品価値の

あるツアーを考えた。校内選考を経て、最終審査では６組がプレゼンをした。審査員には県観光教育

研究会（会長・東良和沖縄ツーリスト社長）など県内の観光業の人達があつまり、最優秀賞を得たメ

ンバーには、賞状が贈られた。

最優秀賞グループの発表内容は、「３世代で沖縄を訪れる観光客が少ない」ことに着目し、１泊２

曰の「沖縄ハッピーツアー」を提案した。両親は瀬底島で「何もしないぜいたく」を味わい、子ども

と祖父母は沖縄美ら海水族館で遊び、宿泊する内容である。「このツアーでしかできない体験で一生

の思い出を」とアピールした。授業に参加した生徒達は、ホテルに直接電話するなどしてリサーチし

た。「観光についてもっと学びたいと思うようになった」と感想を話していた。

(2)夢への投資について考える「小学生」×「中学生」×「興南高校野球部」

小学生向けの体験授業「ハイサイ教室」にて、甲子園で春夏連覇を果たした興南高校野球部を招き、

小学生と中学生と一緒に将来の夢をかなえるために今できる自分への「投資」について考えた。興南

野球部からは、投手の島袋洋奨君ら８人に加え、我喜屋優監督が飛び入り参加し、体験を語った。

甲子園を目標にコツコツと投資を積み重ねてきたという島袋洋奨君と山川大介君は、清掃活動や厳

しい練習に汗を流した日々を振り返る中、「友達と遊べる時間がなかった」と本音をこぼした。

それでも甲子園という目標の先を見据え、曰々グランドに向かったという島袋洋奨君は、甲子園が

ゴールではなかったといい、「将来は野球を通して学んだことを次の世代に伝えていきたい」と言葉

をかみしめた。

授業を担当する門林良和教諭は「野球が終わってもこのスコアボードは続く」という我喜屋優監督

の言葉を紹介し、目標は一つの道しるべで、目的は到達点だと強調。看護師や警察官など、それぞれ

が目指す先に人生の目的があるとし、「自分自身へ今どんな投資ができるのかを親子で語り合ってほ

しい」と"宿題"を出した。

スポーツ選手になるのが夢という参加した小学生は、「夢はいっぱい。でも目的まで深く考えたこ

とはなかった。ちょっと難しかったけど、新しい発見になった」と感想を話した。
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(3)どうする生徒会！？生徒会長選挙でラジオ討論「生徒会長選挙」×「大学生」×「ラジオ」

沖縄県知事選を前に、若い世代の選挙への関心を高めるために活動している学生団体「知りたがり

ism」（野中光代表）と興南中学校は、中学校の生徒会長選挙に立候補した生徒８名による討論会を

ＦＭレキオで放送した。放送局スタジオで収録を行い、候補者が生徒会の運営について議論した。身

近な選挙を通し、未来の有権者に政治への関心を高めてもらうのが狙いである。

収録で８人の生徒らは「学校周辺の清掃などボランティア活動を増やす」「目安箱を設置し、生徒

の意見を生かしたい」と公約を発表した。「学生生活が楽しくなるようにしたい」などと将来像を描

いた。

司会を務めた「知りたがりｉｓｍ」の知念幸見さん（琉球大学４年）は収録で「生徒たちの熱気が伝

わった。大人たちも中学生に負けないよう知事選に向けしっかり考え、大切に一票を投じて」と聴取

者に呼びかけた。同じく司会を務めた生徒会役員の３年生は「国や県にものを言える唯一の機会が投

票。２０歳になったら人気投票ではなく、しっかり政策を見て投票したい」と語った。立候補者の1人

で、収録で「全校生徒にアンケートし、意見を生徒会運営に反映させたい」と公約した生徒は「会長

に選ばれたら、公約をしっかり実行しなければならないという責任を感じた」と語った。討論は2010

年11月23曰の18時、ＦＭレキオの番組「ゆるやかネットワークをつくろう」で放送された。学生らは

討論会の内容を踏まえ、興南中学で政治に関する模擬授業を行う。

(4)主体性について考える「中学生」×「大学生」×「県知事選挙」

授業は県知事候補者へのインタビューなどに取り組んでいる学生団体との共同企画で行われた。学

生団体代表の野中光さん（琉球大学4年）は「無関心でいればいるほど、こうなってほしいと思う社

会は遠ざかっていく。主体的に一歩、動くことが大切」と生徒に呼びかけた。

生徒会の会長選挙を控えた生徒たちに、県知事選についても意識してもらおうと、若者と政治を近

づける活動に取り組む「知りたがりｉｓｍ」と興南中が考案し、２，３年生60名余りが授業に参加した。

「生徒の頭髪は、男子は長さ1センチまでとし、女子は必ず２つに結ぶこととする。靴下はひざが

隠れる長さで色は白。授業中はいすの上に正座することとする｣。授業の冒頭、職員会議で決まった

という架空の「校則改訂のお知らせ」が配られると、企画を知らない生徒からどよめきが起こった。

生徒にアンケートをしたところ、大多数は「気にくわないので徹底的に反対する」を選択した。理由

は「納得いかない規則は守りたくない」「大人がやらないことを子どもにやらせるべきではない」な

どだった。中には「一人では無力。先生の前だけ守る」「少し訂正するように頼んでみる」との意見

もあった。「生徒にアンケートをして反対が多いことを証明し、親からも署名を集めて学校に見直し

を迫る」とする生徒もいた。

教師は校則変更が架空の設定だったことを明かし、「知らない所で物事が決まらないようにするに

はどうすればいいか」と提起した。野中さんは、政治や生徒会にかかわりをもたなければ煩わしさも

ないが、知らない間に迷惑なルールができあがってしまうと説明した。

参加した生徒は「不満を持っている人と手を組んで、ぶつけていくことが大切だと思った。将来は、

候補者が何をどう変えたいかを見極め投票したい。選挙は一番、国民の意見が反映される制度だと思

う」などと感想を話した。

(5)知事にプレゼン「中学生」×「テレビ」×「沖縄県知事」

平成23年元日、琉球放送テレビにて、「知事にプレゼン！～沖縄の明曰を描く若手たち～」が放送

された。その中で、沖縄の様々な分野の現場で活躍する若手・学生の皆さんが、仲井真知事に明曰の

沖縄を盛り上げるべくプレゼンテーションを行い、知事がそれに答える（応える）という新しい試み

が行われた。
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この番組の中で、興南中学の生徒から出された仲井真知事への提案が「グッジョブ運動の取り組み

として、中高生に向けた県内の優れた企業を紹介する広報誌を作って欲しい」というものであった。

県内にも、数多くの産業で興味深い仕事があることを伝え、県外へ進学する学生にも卒業後県内で活

躍できる場があるんだということを発信してほしいという提言である。知事も、この提案に対して

｢いいですね、すぐやりましょう！」と即答した。以下は放送された知事とのやり取りである。

「知事にプレゼン！～沖縄の明曰を描く若手たち～」

司会：二期目をスタートさせたばかりの仲井真知事をお招きして、県内のさまざまな分野で活躍する

若手のみなさんに、これからの沖縄についてプレゼンしてもらおうという特別番組をお送りしてい

ます。続いてのプレゼンのテーマはこちら「教育」です。それでは、教育現場から知事にプレゼン

です。

東濱：私は今、興南中学校という学校で「よのなか科」という授業をやっているんですね。知事、

「よのなか科」をご存知ですか？どういうような授業かというのを、実際知事にも体験してもらお

うと思い、実際に授業をやっているような形で進めていきたいと思います。今曰は本当だったら生

徒全員連れてきたかったのですけれども、中学生達が曰頃どのような事を思っているのか知事に質

問・提案したいと思って元気のいい二人を連れてきましたので、よろしくお願いします。

女子生徒：私は興南中学校の生徒会長なのですが、知事と同じ時期に生徒会長選挙がありまして、８

人の激戦のなか見事当選しました。そんな私が思う疑問というのは、「私達中学生はなぜ勉強して

いるのか？」ということです。「世の中で役に立つ知識だけを勉強すればよいのではないか？」と

私は思うのですが、その辺を仲井真知事に聞きたいと思いまして、質問しました。

仲井真知事：それでいいんじゃないですか？ただし自分の欲求がですよ、それだけでは足りないはず。

あれもこれもやってみたい、遊びたいから始まって、おそらくものすごい欲求が身体の中にあるは

ずですから、役に立つものだけではかなり足りないような予感がしますがね。ただしそれだけやれ

ば十分ではありますよ。おそらく。なんか答えになってるかな？

男子生徒：僕からの提案なのですが、仲井真知事が進めておりますグッジョブ運動で、もっと県内の

こういうところにはこういう面白い企業があるんだよというのを、紹介する広報誌を定期的に発行

したら、沖縄県は面白い職業があるんだなと紹介したら、沖縄がもっといいところいなると思うの

ですが。

仲井真知事：いいご提案ですね、そうしましょう。発表しましょうね。山のようにあるからね。ただ

し沖縄も小さい島だから、世の中は無限の面白味がありますけどね。沖縄にだって深く入っていけ

ば、一つ一つが無限の面白味があるでしょうし、広く浅く紹介する方法もあるしさ。ただ沖縄以外

にも山のようにあるのも確かですよ。取り急ぎご提案として、沖縄のはやってみましょうね。

男子生徒：ぜひともお願いします。

東濱：いま実際に中学生から質問をうけてみてどうですか？答えのない質問で困ったのではないです

か？実際「よのなか科」という授業では、学校と地域をつなげるということをやっています。普段

教科書だけで勉強するのだと、答えが決まっていますよね。ですが、いま中学生の迷っていること、

悩んでいることには答えがないですよね。

仲井真知事：答えはないか、何回も迷うしかないですよ。迷えばいいのよ・おそらく。

東濱：そういう意見はどこから出てくるかというと、普段の学校の教室のなかとか親からでは出てこ

ないですね。なので、学校と地域をつなげたり、例えば学校と観光をつなげたり、学校と農業をつ

なげたり、そういういろんなことをやっていけば、生徒の気づきにもなって、また知事の方にも新

たな気づきになるかもしれないですよね。

仲井真知事：学校とですね、学問の世界があるでしよ。ずっと哲学的に宇宙の果てまでいくような。
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学問ともつなげて下さいよ。学問というのは学校を出ると薄れるところがあるけれど、学問という

のは面白いと思うわけです。極めてインタレスティングな世界ですよ。世の中に学問というのは敬

遠的になるから、ぜひ先生入れて下さい。

東濱：わかりました。ぜひ知事の方も、いろんな大人の人達を授業に呼んでいるんですね。それでぜ

ひ知事が見てきたこととかですね、海外とかもいろいろ見てきたと思いますので、自分の思ってい

ることなどを直接中学生に語りかける場というのを作って頂けたらと思っていますので、ぜひよろ

しくお願いします。

仲井真知事：わかりました。

司会：どうですか知事？中学生のストレートな質問というのは？県議会の追及より厳しいのがあると

思いますが。

仲井真知事：やっぱり切り口が違うから、非常にフレッシュですよね。

司会：しかし先生、「つながる」「つなぐ」というのは、非常に重要な要素ですよね。

東濱：そうですね。私達は普段中学生と接しているところがあって、「いかに世の中とつなげるか」

というのを強く感じたりするんですね。「どうつなげていくか」というのが大人の役割かと思って

います。

司会：コーディネートは行政の大きな役割ですから。

仲井真知事：僕も機械工学を勉強しようと思った理由の一つはね、鋳物工場を50年前の小学校の時に

見学に行った時なんですよ。だから世の中をどんどん見せた方がいい。あるいはつないだ方がいい

ですよ。

司会：つながることで、逆に迷いも増えるかもしれないけれど、頑張ってもらえたらいいと思います。

仲井真知事：楽しみもあると思うから頑張って下さい。

(6)沖縄の未来はみんなでグッジョブ！

琉球放送「知事にプレゼン！～沖縄の明日を描く若手たち～」の放送後、中学生と教師と沖縄県庁

のグッジョブ室職員とで意見交換を行った。県としても広報誌などを使いグッジョブ運動を展開して

いるが、もう少し若い方々への浸透に課題があるという。そこで「みんなでグッジョブ運動をもっと

もっと中高生に伝えられるようなアイデアを、中学生に考えてほしい」という依頼を受けた。

そこで、2011年１月20曰、興南中学３年生の「よのなか科」の授業で、「沖縄の未来はみんなでグッ

ジョブ！」と題する授業が行った。県の進める「グッジョブ運動」を中高生にも広めようと、県の担

当者にアイデアを提案した。「ＣＭと連動したグッジョブ運動のテレビ番組を作る｣、「文字が多いと

読まないので、グッズに書く言葉は一言にする」など、さまざまな意見が出た。

五つのグループに分かれ、企画名や内容、ＰＲポイントを話し合った。５分程度の短編ドラマ製作

や、中高生が使うペンや下敷きでアピールするなど、積極的に意見を出した。知事にプレゼンした生

徒は「自分のつぶやきを、県が拾ってくれてうれしい。クラスで話すことで、考えつかない意見も出

ておもしろい」と、授業を楽しんだ。

県観光商工部の下地誠さんは「おもしろいアイデアばかり。知事に提案を伝えて、広報に役立てた

い」と話した。

Ⅳ．おわりに

本論では「つなげる」というテーマで、浦添市、南風原町、那覇市で私が関わってきた取り組みを

紹介してきた。取り組みの中では「学校」「生徒」「教師」「保護者」「地域住民」「行政」など、それ

ぞれ異なる立場がつながることで、新しい価値を生み出してきた。

新しい価値とは、１＋１＝２ではなく既存の価値以上の成果を生み出すことである。つまり１＋１＝
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COの可能性が生まれることだ。中学生と大学生や地域の住民を同じ教室の中で学ぶ場を作ることで、

お互いに今まで気づかなかった学びにもなる。しかし、どのように学校の中に外部の人材を入れるか

が今後の課題になる。私は学校の教員をする前に地域活動にかかわったり、ＮＰＯ団体で働いた経験

があったために学校と地域をつなげることができた。今後は学校と地域をつなげるコーディネーター

の役割がより必要になると考える。その為に学校と地域をつなげるコーディネーター機能を学校にど

のように設けて、定着させていくことができるかが次の課題だ。今は個人の教員の力量や、文部科学

省の予算のでる事業に頼っている部分があるが、公立学校の場合コーディネーターの役割を果たす教

員が移動になったり、文部科学省の予算が無くなった時点でコーディネーター機能を失ってしまう。

コーディネーター機能を継続させる仕組みは具体的にまだ分からないが、沖縄の教育に関わる方々と

今後一緒に考えていきたい。今はコーディネーター育成事業などに予算をつけてコーディネーターを

育成しているが、予算をつけて新しい仕組みをつくるだけではなく、既存の仕組みを組み合わせて新

しい価値を生み出すことができるのかもしれない。例えば県や市町村にある社会教育委員制度をうま

く活用してコーディネーターの仕組みをつくるのもいいかもしれない。または教育実習にくる大学生

は３週間程度の実習期間であるが、大学生のやる気があれば継続して週に１曰程度学校に来てもらい、

大学生と学校をつなげるコーディネーターの役割を任せることも可能ではないか。

教育の問題だけでなく、社会には解決しなければならない課題がいろいろある。学校（生徒）とよ

のなか（地域、社会、世界）がつながることで、生徒達が自分の将来を描き成長していくことを願い

たい。主体的に社会に関わることで、沖縄の将来を担う人材が育っていくことを通じて、これからも

教員の立場から地域づくりに関わっていきたい。
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